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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 14 条によって準用する第 12 条第 1 項の規定に基づき，社団法人日本ばね

工業会（JSMA）及び財団法人日本規格協会（JSA）から工業標準原案を具して日本工業規格を改正すべき

との申出があり，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本工業規格である。これ

によって，JIS B 2804:2001 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権又は出願公開後の実用新案登録出願に

抵触する可能性があることに注意を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許

権，出願公開後の特許出願，実用新案権及び出願公開後の実用新案登録出願にかかわる確認について，責

任はもたない。 
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日本工業規格          JIS 
 B 2804：2010 
 

止め輪 
Retaining rings 

 
1 適用範囲 

この規格は，C 形偏心止め輪，C 形同心止め輪，E 形止め輪及びグリップ止め輪の特性について規定す

る。 

 

2 引用規格 

次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。これらの

引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS B 0103 ばね用語 

JIS B 0601 製品の幾何特性仕様（GPS）－表面性状：輪郭曲線方式－用語，定義及び表面性状パラメ

ータ 

JIS B 1091 締結用部品－受入検査 

JIS B 7184 測定投影機 

JIS B 7502 マイクロメータ 

JIS B 7507 ノギス 

JIS B 7513 精密定盤 

JIS B 7517 ハイトゲージ 

JIS B 7533 てこ式ダイヤルゲージ 

JIS B 7738 コイルばね－圧縮・引張試験機の検証 

JIS G 3311 みがき特殊帯鋼 

JIS G 3506 硬鋼線材 

JIS G 3521 硬鋼線 

JIS G 4313 ばね用ステンレス鋼帯 

JIS G 4401 炭素工具鋼鋼材 

JIS G 4802 ばね用冷間圧延鋼帯 

JIS Z 2244 ビッカース硬さ試験－試験方法 

JIS Z 2245 ロックウェル硬さ試験－試験方法 

 

3 用語及び定義 

この規格で用いる主な用語及び定義は，JIS B 0103 による。 

 

 


